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A看護系大学卒業生におけるリカレント教育に対する学習ニーズ
―Institutional Research（IR）からの分析―

岡安　誠子，吾郷美奈恵，高橋恵美子，小田美紀子

現在，わが国では急速な社会変容の時代に入り，大学を始めとした教育
機関では，社会人の再教育の必要性からリカレント教育としての戦略的プ
ログラムやその継続的展開が求められている。本研究では，A 看護系大学
を卒業して 1 ～ 3 年となる卒業生に対する調査から，リカレント教育の拡
充へ向けた示唆を得ることを目的に卒業生の学習ニーズについて検討し
た。その結果，有効回答 38 件の内，卒業生の 21.1％が既に進学しており，
15.8％が将来的な進学などの展望を持ち，その多くは高度実践看護師への
学習ニーズを有していた。また，卒業生が在学時に身についた能力と社会
で求められていると思う能力の間には，多くの項目でギャップが存在して
おり，自分の力量不足を認識していることが示唆された。卒業生による大
学生活の満足度と「看護研究（卒業研究・卒業論文）」および「サークル活動」
の取り組みには有意な相関がみられ，教員や学生間における密接で深い関
りが大学生活の満足度に重要な役割を果たす可能性が示唆された。学生と
大学が互恵的関係を築き，卒後も大学を活用できる環境を整備することが，
ひいては地域の保健医療福祉の質の向上に寄与していくと考えられ，大学
には学習機会の拡充が求められている。
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概　　要
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Ⅰ．はじめに

わが国では，少子化などを背景とした大学収
容率の増加，所得，学歴などの社会的変化を要
因 1）として 18 歳人口に占める大学への進学率
は上昇し，大学全入時代といわれる時代を迎え
ている。一方で，人々の価値観の多様化，科学
技術の高度化，少子高齢化や労働人口の減少な
どを背景として 2），人生 100 年時代を見据えた
社会人の学習ニーズからリカレント教育に対す
る大学への期待も高まっている。リカレント教
育は，日本大百科全書（ニッポニカ）によると「広
義には社会人が人生の途上でさまざまな形で学

ぶことを意味するが，狭義には高等教育機関な
ど整った教育機関で教育を受けることを意味す
る。」とされている。川山 3）はリカレント教育の
定義を OECD 等の定義をもとに「個人の全生涯
にわたって教育を回帰的に、つまり、教育・仕
事を主としてレジャーや引退などといった諸活
動と交互にクロスさせながら、分散すること。」
としている。また、その中には「自分自身がこ
れまで蓄積してきた経験を整理し、一般的な枠
組みの中に置き直し自分自身の生活との関連を
検証すること」「〈仕事と関連した〉教育」の 2
つの意味があるとしている。

文部科学省は，平成 30（2018）年度に示され
た「リカレント教育の抜本的拡充に向けて」「リ
カレント教育の拡充に向けて」において，多様
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な背景を持つ社会人の学習機会を促進するため
の取り組み，そのプログラムの充実や体系化が
教育機関に求めている4） 5）。更に，令和元年の「学
校での社会人再教育（リカレント教育）への支
援」において，リカレント教育を戦略的に展開
する人材の育成や社会人向け情報アクセスの改
善，リカレント講座の運営モデルの構築など着
実な整備が教育機関に求められている 6）。

川山 3）の述べる 2 つの意味で看護職のリカレ
ント教育を考えた場合には，「『看護職』という
職業と自己との統合」あるいは「自分自身にとっ
ての『看護職』を意味づけ」するための学習とい
えそうである。また，もう一つの意味では，「自
分自身の看護そのものを発展・向上させていく」
上での学習といえる。しかし，大学における看
護のリカレント教育に関する取り組みは幾つか
みられるものの，その拡充に向けた研究はごく
僅かで，その具体的な検討は緒に就いたばかり
である。

A看護系大学では，平成30年度にIRコンソー
シアム調査の一環として，卒業生調査を試行的
に実施した。IR はインスティテューショナル・
リサーチ Institutional Research の略で，IR コ
ンソーシアムには国公立・私立を含む 60 校超
の大学が加入し，教育の質保証のために相互評
価等を実施している。この調査では，コミュニ
ケーション能力や専門技能の習熟度についても
問われていることから，臨床での実践を経ての
自己評価には大学教育の改善すべき側面の他，
再教育のニーズも見えてくることが予測され，
この調査を分析することは，卒業生の学び直し
支援を中心としたリカレント教育の体系化を検
討する上での資料となり得ると考えた。

Ⅱ．目　　的

本研究では，平成 30 年度に実施した A 看護
系大学における IR コンソーシアム卒業生調査
を分析することで卒業生の学習ニーズの実態に
ついて明らかにし，リカレント教育の拡充へ向
けた示唆を得ることを目的とした。

Ⅲ．研究方法

１．研究対象
調査は，平成 30 年 12 月に実施した A 看護系

大学における卒業生 228 名（卒後 1 ～ 3 年目）
を対象とした全国共通の IR 調査において，回
答が得られた 40 名の調査票である。IR 調査は，
大学の教学評価として用いられている調査であ
り，学士が身につけるべき能力などで構成され
ている。更に，看護学に特定するものではない
が，コミュニケーション能力や専門技能につい
ての習熟度などを尋ねる項目が含まれる。

回収率は 17.5％と僅かであり全体の代表とは
言い難いが，返送行動から，大学への肯定的感
情からくるエンゲージメントの高さや，反対に
社会へ出て感じた大学への懸念や不満など，肯
定的あるいは否定的な何らかの意見が反映され
ている可能性があり，分析する一定の意義はあ
ると考えた。また，先述したとおり，コミュニ
ケーション能力や専門技能の習熟度についても
問われていることから，臨床での実践を経た卒
業生の自己評価は大学教育の改善すべき側面や
学習のニーズも把握できると考えた。

２．データ収集方法
A 看護系大学が保有する既存の調査データを

用いた。既存データの研究利用に関しては，看
護学科が所在するキャンパスの責任者に対し，
研究の目的，方法などを説明し同意を得，デー
タ提供を受けた。

３．調査内容
IR コンソーシアム卒業生調査の質問紙には，

志願順位，授業科目への取り組み姿勢（熱心 
さ），課外活動への取り組み（熱心さ），在学中の
能力（一般的な教養，分析力や問題解決力，リー
ダーシップ能力など）の獲得程度，大学生活の
満足度，社会で求められる能力（同じく一般的
な教養，分析力や問題解決力，リーダーシップ
能力など）の程度など同一の項が含まれた。

４．分析方法
分析は，各データの記述統計の他，在学中の
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表１　対象者の概要
n=38
％ｎ目項

卒後年数
11目年1 28.9
21目年2 31.6
51目年3 39.5

入学前居住地
03内県 78.9
8外県 21.1

現在の居住地
62内県 68.4
21外県 31.6

入学時志願状況
53望希一第 92.1
1望希二第 2.6
2他のそ 5.3

転職
1りあ 2.6
73しな 97.4

大学支援ニーズ
6要必 15.8
01要必あま 26.3

どちらとも言えない 14 36.8
ほとんど不要 3 7.9

5要不 13.2
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能力獲得の程度と社会で求められる能力の程度
との中央値の比較，大学生活への満足度と授業
科目や課外活動への取り組み状況，志願順位と
の相関等を分析した。在学中の能力の獲得の程
度を『在学中に身についた能力』，社会で求めら
れる能力の程度を『社会で求められていると思
う能力』とした。いずれも 4 件法であり，『在学
中に身についた能力』は「身についていない（1
点）」「あまり身についていない（2 点）」「やや
身についた（3 点）」「身についた（4 点）」とし，

『社会で求められていると思う能力』では「求め
られていない（1 点）」「あまり求められていな
い（2 点）」「求められている（3 点）」「強く求め
られている（4 点）」として得点化した。

５．倫理的配慮
平成 30 年に卒業生を対象として実施された

IR 調査は，無記名で実施された。そのため，個
人は既に特定できる状況はなかった。データ研
究利用に関しては，看護学科が所在するキャン
パスの責任者に対し，研究の目的，方法，匿名化
データの提供に関する詳細，データの匿名性を
確保すること，研究代表者が鍵のかかる研究室
の引き出し等でデータは保存すること，10 年間
保存した後にはデータは完全に再生されない方
法で消去すること，研究成果の公表などについ
て説明をして同意書による同意を得た。一度，
データ提供に同意した場合でも，撤回ができる
ことも併せて説明した。また，島根県立大学出
雲キャンパス研究倫理審査委員会の承認を得た

（承認番号 304）。

Ⅳ．結　　果

対象 40 件の内，分析対象の項目に回答した
38 件を有効回答とした（95.0％）。

１．対象者の概要
対象の概要は，表 1 に示した。卒後年数 1 年

目 11 名（28.9％），2 年目 12 名（31.6％），3 年目
15 名（39.5％）であった。現在の居住地は A 看
護系大学の所在県内が 26 名（68.4％），県外が
12 名（31.6％）であった。

また，対象の内，大学卒業後に進学していた
人は 8 名（21.1％）〔大学院 2 名，助産学・養護
教諭別科 6 名〕であった。将来的な進学等の展
望については大学院 6 名（15.8％）〔内，専門看
護師 5 名〕，認定看護師養成課程 7 名（18.4％）
という結果であった。

２．在学中の能力の獲得程度と社会で求められ
る能力の程度との比較

Wilcoxon 符号付順位検定によって比較した
結果概要は，表 2 に示した。19 項目中 13 項目
で有意に差があり，ほとんどの項目で，『社会で
求められていると思う能力』よりも『在学中に
身についた能力』は獲得したとする得点は低く
かった。一方，「専門分野や科学の知識」「批判
的に考える能力」「異文化の人々に関する知識」

「異文化の人々と協力する能力」「地域社会が直
面する問題を解決する能力」「プレゼンテーショ
ン能力」の 6 項目では差はみられなかった。

A 看護系大学卒業生におけるリカレント教育に対する学習ニーズ  ―Institutional Research（IR） からの分析―



83=n

ｎ MEDIAN [25％，75％] ｎ MEDIAN [25％，75％]
700.00.4,0.300.4830.4,0.300.383養教な的般一1
000.00.4,0.300.4833.3,0.300.383力決解題問や力析分2
170.00.4,0.300.4830.4,0.300.483識知の学科や野分門専3
450.00.3,0.300.3730.3,0.200.373力能るえ考に的判批4

5 異文化の人々に関する知識 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.554
000.00.4,0.300.3830.3,0.200.383力能のプッシーダーリ6

7 人間関係を構築する能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.005
8 他の人と協力して物事を遂行する能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.002
9 異文化の人々と協力する能力 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.175
10 地域社会が直面する問題を理解する能力 38 3.00 3.0,4.0 38 3.00 3.0,4.0 0.868
11 国民が直面する問題を理解する能力 37 3.00 2.8,3.0 37 3.00 3.0,4.0 0.022

600.00.4,0.300.4830.3,0.300.383力能の現表章文21
100.00.3,0.200.3830.2,0.200.283力能用運の語国外31

14 コミュニケーションの能力 38 4.00 3.0,4.0 38 4.00 4.0,4.0 0.001
15 プレゼンテーションの能力 38 3.00 3.0,4.0 38 3.00 3.0,4.0 0.670

100.00.3,8.200.3830.3,0.200.283力能な的理数61
17 コンピューターの操作能力 38 3.00 2.0,3.0 38 3.00 3.0,4.0 0.004
18 時間を効果的に利用する能力 38 3.00 3.0,4.0 38 4.00 3.8,4.0 0.000
19 グローバルな問題の理解 38 2.00 2.0,3.0 38 3.00 2.0,3.0 0.000

在学時に身についた能力 社会で求められていると思う能力
ｐ値

一般教養科目 外国語科目 専門科目 ゼミや実習 看護研究 サークル活動 資格の取得 アルバイト ボランティア 教育満足度 生活満足度
一般教養科目 1
外国語科目 .428** 1
専門科目 .473** .164 1
ゼミや実習 .033 .020 .548** 1
看護研究 .093 .126 .305 .591** 1
サークル活動 .170 .373 * .137 .199 .180 1
資格の取得 .164 .069 -.144 -.153 -.111 .089 1
アルバイト -.322* -.295 -.148 -.069 -.082 -.143 .358* 1
ボランティア .034 .373* -.182 -.121 -.094 .540** .145 .017 1
教育満足度 .137 .200 .128 -.048 .107 -.049 -.160 -.147 .089 1
生活満足度 .205 .241 .172 .265 .411* .337* .052 -.118 .122 .606 ** 1

* p<.05     ** p<.01 Pearson の相関係数 

                                                                                                                                       n=38

表２　在学中に身についた能力と社会で求められていると思う能力との比較

表３　教育・生活満足度と学習の取り組み態度・課外活動取り組み態度との相関
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３．大学生活への満足度と授業科目や課外活動
への取り組み状況，入試形態・志願順位と
の相関

大学生活への満足度と授業科目や課外活動へ
の取り組み状況との相関について，表 3 に示し
た。網掛けした係数が「教育満足度」および「生
活満足度」との間に有意な相関がみとめられた
項目となる。「教育満足度」では，有意な項目は
認められなかった。一方で，「生活満足度」では

「看護研究（卒業研究・卒業論文）」および「サー
クル活動」との有意な正の相関がみられ，「看護
研究」活動や「サークル活動」が卒後に感じる学

生時の「生活満足度」に関連性が認められた。
大学生活への満足度と A 大学の志願順位と

の相関については，表 4 に示した。この結果で
は，「教育満足度」と「生活満足度」間に相関が
みられた。また，有意ではなかったものの「入
学前居住地」と「志願順位」間には逆相関の関係
があった。この結果から，志願順位等が「教育
満足度」と「生活満足度」に与える影響は確認さ
れなかった。「入学前居住地」と「志願順位」の
逆相関についてはデータ入力の内容から A 看
護系大学所在県の学生の方が県外の学生よりも
志願順位が高いことを示している。
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表４　教育・生活の満足度と卒後年年数・入学前居住地・志願順位との相関

 ｎ=38

教育満足度 生活満足度 卒業年 入学前居住地 志願順位

教育満足度 1

生活満足度 .594** 1

卒業年 .100 .023 1

入学前居住地 -.061 -.060 .135 1
志願順位 .151 .237 -.160 -.321 1

 10.<p **     50.<p * 数係関相の namraepS
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Ⅴ．考　　察

１．A 看護系大学に対する卒業生の学習ニーズ
本研究の結果から，A 看護系大学に対する卒

業生の学習ニーズについて考察する。本研究の
対象者は卒後 1 ～ 3 年目の卒業生を対象とした。
このため，本来大学が目指している人材像に到
達するには未だ途上にある可能性が高いことを
踏まえて結果を解釈する必要がある。

対象者の概要で，対象において進学したもの
志望している人が約半数に上った。認定看護師
を含めほとんどが看護実践力を高めた高度実践
看護師を志向している傾向にあると考えらえ
た。平成 30 年度生涯学習に関する世論調査に
よると，一般社会人で最もリカレント教育など
を活用したことのある，あるいは活用する意欲
のあるものは 30 ～ 40 歳代の世代に多いと言わ
れている 7）。おそらく長期的なキャリアの転換
期が 30 代前後に最も多いことが推察され，本研
究の対象者の多くが 20 代半ばに差しかかる時
期であったことを考えると，リカレント教育の
ニーズは今後より顕在化してくことが考えられ
る。

卒業生が在学時に身についた能力と社会で求
められていると思う能力の間には，多くの項目
でギャップが存在した。一方で，「専門分野や科
学の知識」等には差はなく，能力が獲得できた
との認識がある。調査時，対象者は卒後 1 ～ 3
年目であったことから，経験は未だ浅く能力の
ギャップを認識していることがあったと考えら
れる。また，今回の調査では差のなかった能力
は，活用の機会が現段階では多くはないことが

背景にあると考えられた。特に，異文化の人々
に関する知識や協力する力に関しては，国内で
の外国人労働者や観光客は増えたものの実際に
ケアする，ケアで協働する機会は少ないことが
推察される。「プレゼンテーションの能力」では
僅かに『在学時に身についた能力』の得点が高
く，看護職にとってプレゼンテーション能力は，
日常的に求められる能力との認識は低いと考え
られた。ケアカンファレンスや多職種連携など
において必要と考える看護を伝える能力も，あ
る意味で日常的なコミュニケーション能力とは
異なる広義のプレゼンテーション能力ともいえ
る。このことから，プレゼンテーション能力と
いう語の与える印象は職種の特性もあり，対象
者の解釈に依るところが大きかったことが推察
され，実情とのずれも考慮して解釈する必要が
ある。いずれにしても，卒業生は多くの項目で
目指すべきところと自身の力量にはギャップを
感じていることが明らかとなった。

本研究の対象者は，看護師として成長の途上
にあることから直ちに大学での学習ニーズには
繋がっていない状況があると考えられた。しか
し，今回の調査による回答率は低く実際よりも
比率は高めの可能性はあるものの，将来的な展
望として 3 割強の卒業生がキャリア形成に向け
て潜在的に大学等での学習ニーズを有している
ことが明らかとなった。

２．学生のエンゲージメントとリカレント教育
リカレント教育として，高等教育機関におけ

る社会人向けのプログラムの整備が推進されて
いる。リカレント教育において，卒業生が必ず

A 看護系大学卒業生におけるリカレント教育に対する学習ニーズ  ―Institutional Research（IR） からの分析―
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しも出身校に帰って学ぶとは限らず，多様な機
会を有している。リカレントとは，もともと循
環小数（recurring decimal）の場合のように，
同じことが周期的に繰り返して起こることを意
味し，もともとは循環教育や回帰教育という訳
もあったという 2）8）。看護系大学では，看護実
践者である卒業生が臨床での課題を解決するた
めに，大学へ戻り臨床問題を解決し，同時にそ
の経験を大学や大学院教育でも共有することも
できる。大学と卒業生の間で互恵的で円環的な
学習交流が進めば，地域の保健医療福祉の質の
向上に寄与できる。そのためには，学生が在学
時に大学への愛着といったエンゲージメントを
形成していけるよう，大学側の教育方略も必要
である。本調査では，大学の支援の必要性につ
いて尋ねた調査で，必要と回答したのは約半数
であった。この結果は，自立した社会人として，
必ずしも必要ではないと回答した卒業生もあっ
たと予測されるが，卒後継続して関わる存在と
はなり得てない結果ともいえる。

学生エンゲージメントを提唱した Kuh は，学
生のエンゲージメントが高い教育機関には，学
問的挑戦レベル，能動的で協同的な学習，学生
と教員との相互作用，豊かな教育経験，支援的
なキャンパス環境などがあると述べている 9）。
大学への愛着形成には，学生の大学行事や運営
への参画との関連も指摘されている 10）。今回
の卒業生の大学での教育や生活の満足度におい
て，有意に関連があったのは「看護研究」と「サー
クル活動」であった。いずれも，在学時に教員
や学生同士の深い関りを反映した結果となっ
た。大学としては，学生と教員がゼミのように
少人数で密な交流のなかで学習する機会を確保
すること，同時に課外活動など学生が自主的活
動の中で友人関係を深められるような学習環境
の整備を進めることで，学生が大学での経験の
充実を図れる取り組みがまずは必要と言えるだ
ろう。また，看護研究は，最終学年に取り組み，
且つ自主的な学習活動から卒業生にとって最も
印象深いものであることを示唆している。また，
ソーシャルネットワークサービスなどを活用
し，卒業生と大学とが卒業後も継続的に交流し
続けられる仕組みづくりも必要と考える。

３．看護系大学におけるリカレント教育への示唆
現在，政府や省庁が主導してきたる Society 

5.0「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空
間（現実空間）を高度に融合させたシステムに
より，経済発展と社会的課題の解決を両立す
る，人間中心の社会」を目指し，IoT（Internet 
of Things）や人工知能（AI）による社会変革
を推し進めようとしている。また，この度の
COVID-19 の感染拡大に伴う社会的な影響に伴
い，リモートワークやオンライン学習などを用
いた社会活動を維持する上でも ICT スキルの国
民への浸透は急務となっている。このような時
代の流れのなかで，再教育の拡充が各大学にも
求められている。COVID-19 への対応において，
感染者の報告システムの課題が明らかになった
ように保健医療福祉領域の現場でも，これまで
慣習でなされていたことも例外なく効率化も含
めた変革が求められている。今後，更に重要と
なる ICT に関する調査項目は『在学中に身につ
いた能力』『社会で求められていると思う能力』
には含まれていなかった。この意味では，在学
時から卒業時にかけて一貫し教育評価のために
も，IR コンソーシアムにおける調査内容も，社
会のニーズに合わせて適時に見直していくこと
も求められる。卒業生等の学習ニーズを明らか
にすることで，各大学学問領域に合わせたリカ
レント教育のプログラム開発の一助になると考
える。

現在，文部科学省では社会人再教育（リカレ
ント教育）への支援として，「社会人向けの実践
的なプログラムの開発・拡充」「リカレント教
育を戦略的に展開する人材の育成」「リカレン
ト教育推進のための学習基盤の整備」を柱とし
た事業を展開している。平成 30 年度に生涯学
習に関する世論調査が行われ，社会の変化によ
る再教育の必要性が指摘されているものの，社
会人の学習ニーズは必ずしも高くないことが明
らかとなっている 3）。本研究では卒後年数が浅
い対象であったことから未だ将来的な展望とし
て学習を捉えている傾向にあった。また，看護
系大学では一定の臨床経験を積んだ後に大学院
等へ進学するケースが多く，勤務を継続しなが
ら学習するものも多い。就学にあたっては職場
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における勤務調整が必要となり，進学機会の確
保を病院側への配慮を求めていくことも必要で
あろう。また，オンライン授業の導入や就学に
必要な費用にかかわる奨学金やその他の補助制
度の周知等など，明確な学習のビジョンを築く
ためには情報アクセスの改善も重要な問題とな
る。

看護職の学びにおいては，職能団体である日
本看護協会や各都道府県における看護協会が果
たしてきた役割も大きい。学会も多様になり，
看護職への学習機会を提供している。今後，大
学におけるリカレント教育のプログラムとそれ
ら職能団体が実施・展開する事業との関係や位
置づけを整理することで，それぞれの役割の明
確化し，学習者が必要としている学習資源にア
クセスできるよう整えていくことも必要と考え
る。

Ⅵ．結　　論

A 看護系大学に対する卒後 1 ～ 3 年の卒業生
への調査から，学習ニーズについて検討した。
その結果，以下のことが明らかとなった。
１．対象の 21.1％が既に進学しており，15.8％

が将来的な進学などの展望を有していた。
その多くは，高度実践看護師への学習ニー
ズであった。

２．卒業生が在学時に身についた能力と社会で
求められていると思う能力の間には，多く
の項目でギャップが存在した。

３．大学生活の満足度には「看護研究（卒業研 
究・卒業論文）」および「サークル活動」の
取り組みで有意な相関がみられた。

本研究に，開示すべき COI はない。
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